
川崎市版情報活用能力チェックリスト2023

1 キーボードでパスワードを入力してログインすることができる。 1
キーボードを使って、ローマ字入力で文章を打つことができる。（鉛筆で書

くくらいのスピードで打てる／１分間40字以上）

2 カメラアプリで写真や動画を撮って見ることができる。 2
カメラアプリで写真や動画を撮ったり、二次元コードを読み取ったりするこ

とができる。

3
ミライシードのオクリンクでカードに手書きで文字を書いたり色をつけたり

することができる。
3 ドキュメント等に文章を入力して自分の考えを表現することができる。

4 GIGA端末やゲーム機等がインターネットにつながることを知っている。 4
身の回りのものでコンピュータやインターネットが使われているものがある

ことを知っている。

5 まず、次に、と順番に説明することができる。 5
スクラッチやビスケットなどのプログラミングアプリを使って、簡単なプロ

グラムを作ることができる。

6 知りたいことを本で調べることができる。 6 知りたいことを、インターネットで調べることができる。

7
GIGA端末で先生から課題を受け取ったり、作ったものを提出したりすること

ができる。
7
写真を使ってオクリンクやスライドなどで発表用のスライドを作ることがで

きる。

情報活用の計画や評価・

改善のための理論や方法

の理解

8 たくさんの友達の意見を知ると、もっとよく考えられることを知っている。 8
同じところや違うところを比べると、たくさんの情報を整理できることを

知っている。

9
インターネットにはよくない情報もあるので、大人の人と一緒に使うことを

知っている。
9
インターネットには、正しくない情報や危険な情報があり、見つけたときは

大人に相談することを知っている。

10
新聞・テレビなどのニュースやインターネットの情報は、伝える側の思いや

考えによって違うことを知っている。

10
友達が書いたものや作ったものは大切にし、勝手に使ったり消したりしては

いけないことを知っている。
11

自分の文章の中に他の人の言葉を使う時（引用する時）は、その部分に「」

をつけて書くことを知っている。

11 人の写真を勝手にとってはいけないことを知っている。 12
人の写真を撮るときや作品を使うときは、その人の許可が必要だと知ってい

る。

13
書き込んだ情報は、インターネット上に残ったり広がったりする危険がある

ことを知っている。

12 IDやパスワードは大切であることを知っている。 14
個人情報やID、パスワードが大切であり、他人のIDやパスワードでログイン

してはいけないことを知っている。

13 人の話をよく聞いて、質問や感想を言うことができる。 15 話を聞きながら、大事だと思うことをメモすることができる。

14 似ているところと違うものを比べて仲間分けをすることができる。 16 同じところや違うところを比べて、問題を見つけることができる。

17 同じ種類や仲間に分け、図や表に整理することができる。

18 表やグラフを読み取ったり調べたことを整理したりすることができる。

19 集めた情報から必要なものを選んでまとめることができる。

15 声の大きさや話す速さに気をつけて話すことができる。 20
相手に伝わるように、声の大きさに気をつけたり、間を取ったりしながら話

すことができる。

16 伝えたいことを順序に気をつけて話すことができる。 21 自分の考えを伝えるときには、理由や例を挙げて話すことができる。

17 見せたいものをテレビなどに大きく映して説明することができる。 22
調べたことを、写真や図を組み合わせてスライドにまとめて発表することが

できる。

多角的に情報を検討しよ

うとする態度
18 知りたいことはなるべく自分の力で調べるようにしている。 23

課題に合わせてインタビューをしたりアンケートを取ったりして、いろいろ

な方法で情報を探すようにしている。

試行錯誤し、計画や改善

しようとする態度
24

調べたりまとめたりする活動を振り返り、他の学習に生かすようにしてい

る。

19
自分の発表の仕方の良いところや気をつけたいことを振り返って、もっとよ

くなるように考えるようにしている。
25

自分や他の人の個人情報（名前・電話番号・住所・ID・パスワード等）を知

らない人に教えないようにしている。

20
自分や友達の個人情報（名前・電話番号・住所・ID・パスワード等）を知ら

ない人に教えないようにしている。
26

メッセージや画像・動画を送るときは、誰が見るか、その内容が適切かどう

かなど考えるようにしている。

21
GIGA端末やゲーム機は使いすぎないよう、時々目を休ませながら使うように

している。
27

GIGA端末やゲーム機などを使いすぎないよう、約束を守って使うようにして

いる。

22
落とさないように気をつけるなど、GIGA端末は約束を守って大切に使うよう

にしている。
28

調べてまとめたり、発表したりする学習では、GIGA端末を活用するようにし

ている。

情報モラル・情報

セキュリティなど

についての理解

問題解決・探究に

おける情報活用の

方法の理解

情報収集、整理、分析、

表現、発信の理解

第３カテゴリ第２カテゴリ

情報と情報技術を

適切に活用するた

めの知識と技能

情報技術に関する技能

情報と情報技術の特性の

理解

記号の組み合わせ方の理

解

ステップ０ ステップ１
小学校低学年 小学校中学年
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1
キーボードを使って、ローマ字入力で正しく文章を打つことができ

る。（鉛筆で書くより速く打てる／１分間60字以上）
1

キーボードを使って、ローマ字入力で正しく文章を両手で打つこと

ができる。（日本語とアルファベットが混ざった文章も鉛筆で書く

スピードより速く打てる／１分間80字以上）

1

キーボードを使って、ローマ字入力で正しく文章を両手で、効率よ

く打つことができる。（日本語とアルファベットが混ざった文章も

鉛筆で書くスピードより速く打てる／１分間80字以上）

2
カメラアプリで写真や動画を撮って、それをスライド等に貼ること

ができる。
2
カメラアプリで撮った写真をトリミングするなどして加工し、スラ

イドやドキュメント等に貼ることができる。
2
カメラアプリで撮った写真をぼかしたりトリミングしたりして加工

し、ファイルサイズを適切に変えて活用することができる。

3 スプレッドシートを使って表やグラフを作ることができる。 3
スプレッドシートを使って表計算をしたり、表したい内容に沿った

グラフを作成したりすることができる。
3
表計算ソフトを使って計算をしたり、表したい内容に沿った表やグ

ラフを作ったりすることができる。

4
コンピュータやインターネットの利用によって、社会や生活が変化

していることを知っている。
4

クラウドをはじめ、情報通信ネットワークの利用によって社会が便

利になっていることを、具体的な例を挙げて説明することができ

る。

4

社会生活の中で、情報や情報技術が果たしている役割や及ぼしてい

る影響を理解し、情報化の「光」と「影」の両面から情報社会につ

いて説明することができる。

5
課題を解決するための手順をフローチャート等に図示して、簡単な

プログラムをつくることができる。
5

問題発見・解決のためのプログラムをフローチャートやアクティビ

ティ図等に図示して、適切なプログラムの制作や動作の確認及びデ

バック等をすることができる。

5
問題発見・解決のためのアルゴリズムをアクティビティ図等で適切

に表現してプログラミングをし、モデル化することができる。

6
知りたいことを、キーワードの組み合わせを考えながらインター

ネットで検索することができる。
6

知りたいことを、本やインターネットなど複数の方法で調べ、情報

の正確性や信憑性を確認しながら的確な情報を取捨選択することが

できる。

6

目的に応じて、本やインターネットなど複数の方法で調べ、情報の

信頼性や信憑性を確認しながら的確な情報を取捨選択することがで

きる。

7 写真や図や文章を組み合わせたスライドを作ることができる。 7
目的に応じて、友達とドキュメントやスプレッドシート等を共有し

て協働して学習することができる。
7

グループで作業を進めるためのメッセージやファイルの交換や共有

の仕方が分かり、目的に応じて、友達と協働して学習することがで

きる。

8
解決の方法を考えるときは、変える条件と変えない条件を整理する

ことを知っている。
8
他者の考えと比較しながら目的や意図に応じて情報を整理すること

で、根拠に基づいた説明ができることを知っている。
8

複数の情報を比較しながら目的や意図に応じて整理することで妥当

な考えとなり、根拠に基づいて説明することができることを知って

いる。

9
悪意がある情報や不適切・不正なサイト、勝手に共有されたファイ

ルを見つけたときは、大人に相談することを知っている。
9

悪意がある情報や、不適切・不正なサイトや勝手に共有されたファ

イルを見つけたときは、大人に相談するとともに、その情報を拡散

しないようにすることを知っている。

9

悪意がある情報や、不適切・不正なサイトやメール、勝手に共有さ

れたファイル等について、どのように対応すべきか知っていて、そ

の情報を拡散することはしないということも知っている。

10
インターネットや新聞、テレビ等情報を伝えるメディアの特徴や、

視点を変えることで色々な見方ができることを知っている。
10

インターネットや新聞、テレビなどのメディアからの情報には発信

者の意図が含まれているため、その正確性や信憑性について批判的

に考え、内容を読み取るようにしている。

10

インターネットや新聞、テレビなどのメディアからの情報には発信

者の意図が含まれているため、その信頼性や信憑性について批判的

に考え、内容を読み取るようにしている。

11
自分の文章の中に他の人の言葉や文を引用するときは、その部分に

「」を付けてそのまま書き、引用元を明記することを知っている。
11

自分の文章の中で、引用する本や文、語句などを「」でくくってそ

のまま抜き出して書き、参考にした資料を参考文献として必要事項

を明記したり、入力したりすることを知っている。

11

著作者の権利を不当に害することのないよう、本やウェブページに

ある情報を引用する際は、利用規約を確認するなどして著作権に配

慮した方法について知っている。

12
人の写真を撮るときや作品を使うときは、その人の許可が必要だと

知っている。
12

人の写真や文章等を公開する（SNSを含むWebへアップロードす

る）時には、肖像権・著作権を尊重し、必要に応じて相手から許諾

を得て、出典や引用先を明らかにしている。

12

人の写真や文章等を公開する（SNSを含むWebへアップロードす

る）時には、肖像権・著作権を尊重し、必要に応じて相手から許諾

を得たり、利用規約を確認した上で、出典や引用先を明らかにして

いる。

13
発信した情報は、インターネット上に残ったり広がったりする危険

性があることを知っている。
13

発信した情報は、インターネット上に残ったり広がったりする危険

性があることを知っている。
13

発信した情報は、インターネット上に残ったり広がったりする危険

性があることを知っている。

14

個人情報やID、パスワードは大切であり、自分で安全に管理する必

要があることや他人になりすましてログインしてはいけないことを

知っている。

14

個人情報やID、パスワードが大切であることを理解し、パスワード

は他人がわからないものに定期的に変更し、安全に管理するととも

に、他人になりすましてログインしたり情報を発信したりしてはい

けないことを知っている。

14

推測されにくいパスワードを利用し適切に管理すること、ソフト

ウェアは最新のプログラムに更新すること、不正アクセス禁止法等

の法規を理解することなど、情報セキュリティを確保して安全に端

末を活用している。

15
話し手の言いたいことを考えて聞き、大事だと思うことをメモを取

ることができる。
15

話し手の言いたいことを読み取るために、必要に応じて質問した

り、文字や写真、音声や動画など場面に応じて記録したりすること

ができる。

15

話し手の言いたいことを読み取るために、必要に応じて質問した

り、文字や写真、音声や動画など場面に応じて記録したりすること

ができる。

16 見いだした問題に対して、解決の方法を考えることができる。 16
見いだした問題を解決するために、多面的に調べ、目的や意図に応

じて情報を整理し、必要なものを選んでまとめることができる。
16

見いだした問題を効果的に解決するために、多面的に調べ、目的や

意図に応じて情報を整理し、必要なものを選んでまとめることがで

きる。

17
集めた情報を読み取り、表やグラフ「考えるための技法（思考ツー

ル等）」に整理して表すことができる。
17

実験や資料から読み取った数値をもとに、表やグラフ、「考えるた

めの技法（思考ツール等）」に整理して新たな意味を見いだすこと

ができる。

17

アンケート等で収集したデータを、表計算ソフトやテキストマイニ

ング等を使って分析し、分かりやすく可視化して活用することがで

きる。

18
表やグラフから、必要な情報や数値を正確に読み取ることができ

る。
18

表やグラフから変化や傾向を読み取り、データをもとに分かりやす

く説明することができる。
18

複数の表やグラフなどのデータから数値や傾向を読み取り、分かり

やすく説明することができる。

19
知りたいことを図書資料や統計資料など複数の情報を集めて、整

理・分析することができる。
19

本やインターネット等複数の方法で調べ、情報源の信頼性を判断

し、情報を適切に活用することができる。
19

本やインターネット等複数の方法で調べ、情報源の信頼性を判断

し、情報を適切に活用することができる。

20
集めた情報を比較したり必要なものを選んだりしてまとめることが

できる。
20

グループで話し合うときに、発言者の意図や内容を理解して話を聞

き、関連させながら自分の意見を述べることができる。
20

グループで話し合うときに、発言者の意図や内容を理解して話を聞

き、関連させながら自分の意見を述べることができる。

21
自分の考えが伝わるように、調べた情報を他の情報と比較して、他

の人の意見を工夫して取り入れることができる。
21

説明するときにGIGA端末を活用して自分の考えが伝わるように表

現を工夫することができる。
21

目的に応じて適切かつ効果的な表現方法やデザインを考え、自分の

考えが伝わるように工夫することができる。

22
自分の考えが伝わるようなアプリを選び、資料を活用するなど、表

現を工夫することができる。
22

情報を統合して論理立てて考え、目的や意図に応じて新聞やリーフ

レット、スライド等にまとめて伝えることができる。
22

情報を統合して論理立てて考え、目的や意図に応じて新聞やリーフ

レット、スライド等効果的な方法を選択してまとめ、伝えることが

できる。

23
課題に合わせていろいろな方法で情報を探したり調べたりするなか

で、それを比較して活用するようにしている。
23

自ら収集した複数の情報を比較して、根拠を挙げて自分なりの考え

を提案するようにしている。
23

自ら収集した複数の情報を比較して、根拠を挙げて自分なりの考え

を提案するようにしている。

24
伝えたいことが受け手にきちんと伝わっているか、自分の発表を振

り返り、次の学習に生かすようにしている。
24

伝えたいことが受け手の状況に応じてきちんと伝わっているか自分

の発表の仕方を振り返り、自分の発表をよりよいものに改善するよ

うにしている。

24

伝えたいことが受け手の状況に応じてきちんと伝わっているか自分

の発表の仕方を振り返り、自分の発表をよりよいものに改善するよ

うにしている。

25
個人情報をネットワーク上に書き込まないようにしたり、パスワー

ドを他の人にわからないようにしている。
25

個人情報をネットワーク上に書き込まないようにしたり、パスワー

ドを他の人にわからないようなものにしたりして、安全に利用する

ために情報セキュリティを意識した行動をするようにしている。

25

情報漏洩や不正アクセス等についての事例や情報に関する法規とそ

の意味を知っていて、個人情報やパスワードを安全に利用するため

に情報セキュリティを意識した行動をするようにしている。

26

SNSやメールなどでメッセージや画像・動画を送るときには、誰が

見るか、その内容が適切かどうかなど、よく考えるようにしてい

る。

26

SNSやメールなどでメッセージや画像・動画を送るときには、誰が

見るか、その内容が適切かどうかなど考え、情報社会における自分

の責任や義務を踏まえて行動するようにしている。

26

SNSやメールなどを利用する際には、情報の発信先、伝達先には必

ず人間がいることを意識して、発信先、伝達先にとって分かりやす

くかつ不快な思いをさせないような情報の発信・伝達をするように

している。

27
GIGA端末やゲーム機、スマートフォン等を使いすぎないよう、時

間や場所、姿勢に気をつけて使うようにしている。
27

GIGA端末やゲーム機、スマートフォン等の使いすぎによる健康へ

の影響を考えて、時間や場所、姿勢に気をつけて使うようにしてい

る。

27
情報機器を活用する際には、照明や使用時間、正しい姿勢や適度な

休憩など健康に留意した環境や習慣を考えるようにしている。

28
自分からGIGA端末を活用し、データをもとに自分自身の学びを振

り返るようにしている。
28

必要に応じて自分からGIGA端末にあるデータを活用し、学習する

ようにしている。
28

課題や目的に応じて自分から端末を活用し、データをもとに問題解

決するようにしている。

小学校高学年 中学校
ステップ２ ステップ３
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ステップ４
高等学校



情報技術に関する技能 1
情報機器を起動することができ

る。
1
情報機器を起動してログインす

ることができる。
1
かな入力などを使いながら文字の入

力ができる。
1
ローマ字で文章を打つことができ

る。
1
ローマ字入力で日本語とアルファベットが混

ざった文章を打つことができる。
情報と情報技術の特性の

理解

記号の組み合わせ方の理

解

2
インターネットを指導の担当者

と一緒に使うことができる。
2
インターネットを使った検索の

仕方を知っている。
2
簡単な表やグラフの読み方がわか

る。
2 表やグラフの読み方が分かる。 2

テレビやインターネットのニュースなどの表や

グラフを読み取ることができる。

情報収集、整理、分析、

表現、発信の理解
3

情報機器を起動したり、画面を

タップしたり、スクロールした

りすることができる。

3
情報機器の簡単な扱いや操作方

法を知っている。
3
情報機器を扱い、インターネットで

知りたいことを検索できる。
3

情報機器を扱い、インターネットで

キーワードを組み合わせて知りたい

ことを検索できる。

3

情報機器を扱い、知りたいことをキーワードを

組み合わせたり、検索サービスを選んだりして

検索できる。

情報活用の計画や評価・

改善のための理論や方法

の理解

4

たくさんの友達の意見を知る

と、もっとよく考えられること

を知っている。

4

同じところや違うところを比べ

ると、たくさんの情報を整理で

きることを知っている。

4

解決の方法を考えるときは、変える

条件と変えない条件を整理すること

を知っている。

4

他者の考えと比較しながら目的や意

図に応じて情報を整理することで、

根拠に基づいた説明ができることを

知っている。

4

複数の情報を比較することで、目的や意図に応

じた整理ができ、妥当な結論が導き出せること

を知っている。

情報技術の役割・影響の

理解
5
テレビやラジオなどの映像や音

に耳を傾けることができる。
5

テレビなどの映像を見て、簡単

なあらすじや内容を知ってい

る。

5
新聞やテレビなどの様々なメディア

の特徴を知っている。
5
情報が人や社会に果たしている役割

を知っている。
5
情報デザインの基本的な考え方を知り、表現す

る基礎的な技能を身に付けている。

情報モラル・情報セキュ

リティの理解
6
自分のものと他者のものを区別

することができる。
6
許可を取って他者の写真を撮影

することができる。
6
個人情報やID、パスワードなどの重

要性について知っている。
6

情報を発信するときには、その情報

が残ったり、広がったりする危険性

があることを知っている。

6 情報に関する法規とその意味を知っている。

7

自分の好きなことをインター

ネットを使って調べることがで

きる。

7
必要なことをインターネット

使って調べることができる。
7
簡単なデータを情報機器を使って表

やグラフにまとめることができる。
7

学習したデータなどを情報機器を

使って表やグラフにわかりやすくま

とめることができる。

7
データを収集し、必要な情報をまとめることが

できる。

8

自分のものと他者のものを区別

し、情報機器を扱うことができ

る。

8
自分の個人情報は大切にするこ

とができる。
8
個人情報を守るための方法を考える

ことができる。
8

複数の情報の中から必要な情報を選

択し、まとめたり、発表したりする

ことができる。

8
情報セキュリティを確保するために必要な行動

を考えることができる。

9
伝えたいことを順序に気をつけ

て話すことができる。
9

自分の考えを伝えるときには、

理由や例を挙げて話すことがで

きる。

9

自分の考えが伝わるように、調べた

情報を他の情報と比較して、他の人

の意見を工夫して取り入れることが

できる。

9

説明するときにGIGA端末を活用し

て自分の考えが伝わるように表現を

工夫することができる。

9

情報デザインの基本的な考え方に基づいて、他

者に伝わりやすいように表現の仕方を工夫して

いる。

10

自分の取り組みたいことなどに

ついて情報機器を使うことがで

きる。

10

自分の取り組みたいことなどを

情報機器を使い、表現すること

ができる。

10
学習の振り返りや感想などの簡単な

文章を入力することができる。
10

調べたことをもとに、表やスライド

などにまとめることができる。
10

目的や意図に応じて、調べたことの中から必要

なことを選び、まとめることができる。

多角的に情報を検討しよ

うとする態度
11

情報機器を大切に扱い、使い終

わったら所定の場所に戻した

り、充電したりするようにして

いる。

11
感情などを情報機器を通して他

者に伝えるようにしている。
11

知りたいことはなるべく自分の力で

調べるようにしている。
11

課題に合わせて様々な方法で情報を

探し、集めた情報をまとめたり、発

表したりするようにしている。

11

情報機器を積極的に活用するなど受け手の状況

に応じて正しく伝わっているか発表の仕方を振

り返り、次に生かすようにしている。

試行錯誤し、計画や改善

しようとする態度
12
テレビ等のメディアに興味をも

つようにしている。
12
写真や動画を使って感想や気持

ちを伝えるようにしている。
12

複数のメディアから得た知識をまと

めるようにしている。
12

伝えたいことが受け手にきちんと伝

わっているか、自分の発表の仕方を

振り返るようにしている。

12

伝えたいことが受け手にきちんと伝わっている

か、自分の発表の仕方を振り返り、次に生かす

ようにしている。

責任をもって適切に情報

を扱おうとする態度
13

情報機器の扱いに関する基本的

なルール（指示があるまで勝手

に触らないなど）を守って扱う

ようにしている。

13
自分の個人情報を他者に教えな

いようにしている。
13

自分や他者の個人情報を他者に教え

ないようにしている。
13

SNSなどメッセージを送るときには

内容等が適切であるか考えるように

している。

13

自分を守る方法を知り、情報社会における自分

の責任や義務を踏まえ行動するようにしてい

る。

情報社会に参画しようと

する態度
14

インターネットに興味をもち、

自分から活用すようにしてい

る。

14

意欲的にインターネットを使

い、情報を獲得するようにして

いる。

14
簡単なグラフや表から必要な情報を

読み取るようにしている。
14

データを活用し、生活をより良くし

ようとしている。
14

データの活用方法を検討し、生活の中で生かそ

うとしている。

ステップ３ ステップ４
特別支援1段階（Ⅰ・ 特別支援2段階（Ⅲ-1~ 特別支援3段階（Ⅲ-2~ 特別支援4段階（Ⅲ-2~Ⅴ 特別支援5段階（Ⅳ~Ⅴ以上）

ステップ０ ステップ１ ステップ２

事象を情報とその結びつ

きの視点から捉え、情報

及び情報技術を適切かつ

効果的に活用し、問題を

発見・解決し、自分の考

えを形成していく力

①必要な情報を収集、整

理、分析、表現する力

②新たな意味や価値を創

造する力

③受けての状況を踏まえ

て発信する力

④自らの情報活用を評

価・改善する力

等

学

び

に

向

か

う

力、

人

間

性

等

問題解決・探究に

おける情報活用の

態度

情報モラル・情報

セキュリティなど

についての態度

87

知

識

及

び

技

能

情報と情報技術を

適切に活用するた

めの知識と技能

問題解決・探究に

おける情報活用の

方法の理解

情報モラル・情報

セキュリティなど

についての理解

思

考

力、

判

断

力、

表

現

力

等

問題解決・探究に

おける情報を活用

する力（プログラ

ミング的思考・情

報モラル・情報セ

キュリティを含

む）

第１ 第２カテゴリ 第３カテゴリ
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